
つ
て
み
る
纏
關
。
ミ
に
於
い
て
丈
月
＋
四
日
、
道
長

は
推
問
使
を
召
問
す
べ
き
由
を
行
成
に
仰
せ
、
行
成
は
更

に
十
六
獄
之
を
大
挙
忠
國
に
命
じ
て
み
る
蹴
。
更
に
十
二

月
七
日
及
び
十
三
日
越
は
、
推
問
使
孝
心
等
の
串
文
に
就

い
て
陣
定
を
行
っ
て
み
る
が
羅
關
こ
れ
で
推
問
使
に
關

す
る
こ
ε
は
、
ま
つ
形
付
い
た
も
の
ξ
患
は
る
。
（
此
項
未
完
）

ヨ比

比

カ
ト
リ
ッ

ク
研
究
の
勃
興

戸
塚
文
玉
詠

カ
ト
ソ
ッ
ク
思
想
史

　
フ
ラ
ン
ス
冊
単
言
及
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

．
ハ
に
、
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
燃
え
上
っ
て
中
世
の
生
活
を
愛

慕
し
、
そ
の
一
面
こ
し
て
カ
ト
ソ
ッ
ク
熟
が
】
時
旺
盛
こ

な
っ
た
。
こ
の
百
年
前
の
風
潮
に
似
通
ふ
も
の
が
世
界
大

戦
の
苦
を
な
め
つ
く
し
π
今
H
の
世
「
男
に
現
は
れ
て
る
る
。

近
時
、
東
西
交
化
の
交
換
、
随
て
燈
界
文
化
の
弘
蓮
が
盛

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
批
　
騨
　
　
カ
ト
リ
ジ
〃
研
究
の
渤
興

坂

口

昂

ん
で
あ
る
、
そ
の
内
鼠
も
目
に
つ
く
】
現
象
は
働
界
の
宗

駿
文
化
に
關
す
る
認
る
節
酒
の
著
し
い
勃
興
で
あ
る
。

欧
米
、
殊
に
ド
イ
ツ
で
は
東
洋
、
就
中
佛
激
に
關
す
る
取

扱
が
風
を
成
し
て
み
る
。
日
本
で
は
キ
ソ
シ
タ
ン
物
や
南

攣
も
の
が
流
行
し
て
來
た
。
こ
れ
を
最
近
数
年
閥
の
出
版

界
に
見
る
に
、
異
國
叢
書
（
耶
蘇
諸
士
日
本
通
信
上
窓
村

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
」
〇
三
（
　
…
〇
三
）



　
　
　
第
十
三
毬
　
　
批
　
詐
　
　
力
予
瞬
ジ
〃
研
究
の
勃
興

上
直
次
郎
課
）
長
崎
叢
書
（
耶
蘇
會
年
報
第
一
憲
村
上
直
次

部
謬
）
、
海
表
叢
書
（
新
村
嵩
監
修
）
、
吉
利
支
丹
遺
物
の

研
究
（
京
都
帝
國
大
控
書
學
部
考
古
學
研
究
報
告
第
七
冊
）

目
拓
審
ω
戸
勢
害
圃
ω
臨
9
嗣
男
鴨
。
の
。
。
貯
冒
嚇
昌
　
二
〇
目
…
各
H
O
ξ

申
器
ω
け
ω
暮
。
翻
刻
、
　
鰭
護
。
α
q
茜
9
凶
。
智
℃
。
謬
鶉
闘
δ
ま
魯
び
q
ひ

℃
碧
欝
。
9
σ
ω
回
。
。
遣
翻
刻
、
、
切
差
支
丹
史
料
集
（
調
外
吏
書

誌
鑑
第
一
輯
）
、
　
切
支
丹
宗
門
の
迫
害
ご
潜
伏
（
姉
崎
正

治
）
、
切
支
丹
禁
制
の
絡
末
（
同
上
X
正
、
綾
南
轡
虫
記

（
新
村
出
）
、
吉
利
支
丹
丈
學
抄
（
村
岡
著
書
）
、
切
支
丹
鮮
血

遺
書
（
松
崎
實
）
、
切
支
丹
殉
駿
記
（
同
上
、
）
、
日
本
基
督

教
史
上
下
（
山
本
零
墨
）
、
近
世
日
本
基
督
敷
更
（
同
上
）
、

西
数
史
談
（
同
上
）
，
日
本
に
於
け
る
公
激
會
の
復
活
（
浦

川
湘
三
郎
）
、
切
支
丹
宗
門
戦
の
研
究
（
尾
池
義
雄
）
等
の

如
き
、
之
を
戦
前
に
比
し
て
非
常
の
盛
況
で
あ
っ
て
、
正

さ
し
く
風
潮
の
骨
化
を
象
徴
す
る
。

　
こ
、
に
問
題
こ
す
る
署
書
は
如
上
の
顛
動
の
歴
史
的
原

動
力
を
形
作
っ
て
み
る
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
に
關
す
る
も
の

第
｝
號
　
　
一
〇
四
　
（
「
〇
四
）

で
あ
る
。

　
勲
章
の
カ
ト
ソ
シ
ク
激
會
は
維
新
以
來
復
活
し
、
殊
に

大
戦
以
來
帝
國
の
利
害
が
一
暦
η
ー
マ
の
信
仰
ご
密
接
を

加
へ
、
法
皇
の
特
使
の
來
朝
も
あ
り
、
ま
た
日
本
の
信
徒

の
間
か
ら
そ
の
傳
亀
鑑
紳
學
に
向
っ
て
從
來
に
な
き
有
力

な
入
物
を
供
給
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
。
而
し
て
出
版
に
於

て
も
近
時
日
本
カ
ト
ソ
ッ
ク
刊
行
會
が
鵡
う
妹
騎
簿
士
、

由
本
海
軍
少
將
の
監
修
の
下
に
ヵ
ト
ソ
ソ
ク
叢
書
を
刊
行

し
既
に
そ
の
三
篇
を
公
に
し
だ
が
、
最
近
に
出
だ
の
が
師

ち
胃
頭
下
掲
の
カ
ト
ソ
ソ
ク
思
想
史
で
あ
る
。

　
愚
者
は
警
吉
士
に
し
て
天
圭
教
公
會
の
司
祭
で
あ
る
。

原
附
置
其
ー
ス
チ
ン
グ
ス
．
イ
ェ
ズ
ス
會
一
瓢
品
攣
綾
漱
授
ジ
ョ

ー
ゼ
フ
・
フ
ー
ゼ
ー
編
ク
ソ
ス
ト
ゥ
ス
師
ち
澄
界
宗
敷
吏

（
私
は
未
だ
見
な
い
が
ぢ
ω
①
℃
ゲ
ぼ
害
）
、
㌦
⇔
冨
圃
ω
貯
3
営
ρ
”
三
〇
一

象
】
一
ω
8
搾
Φ
α
8
邑
一
駐
。
諺
●
》
＜
8
賦
8
一
一
呂
●
紆
該
饗
．

》
L
Φ
因
。
団
9
（
囲
①
寓
8
・
H
5
　
儀
○
○
謎
民
琶
賦
ω
9
ポ
賢

≦
o
σ
Q
o
♪
｝
・
b
9
三
講
督
貿
回
鳩
〉
．
9
二
δ
）
e
o
け
ρ
ら
し
い
）
の



中
か
ら
、
キ
ソ
ス
ト
激
に
棄
す
る
部
分
の
み
を
面
出
し
π
。

こ
の
部
分
は
前
記
フ
ー
ビ
ー
、
グ
ラ
ソ
メ
警
ゾ
ン
の
外
に

拶
閃
。
窃
。
。
巴
。
計
〉
●
匹
2
を
加
へ
て
鼠
輩
の
分
澹
に
か
㌧

る
。
全
憲
五
篇
に
分
る
、
（
一
）
新
約
時
代
、
（
二
）
初
代
基

督
激
、
（
三
）
中
世
紀
基
督
激
、
（
四
）
交
藝
復
興
時
代
よ
リ

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
ま
で
の
基
督
激
、
（
五
）
十
九
世
及
二
十

世
紀
初
頭
に
於
る
カ
ト
ソ
ッ
ク
激
◎
心
孫
馬
上
人
物
の
美
術

叢
二
葉
を
挿
み
、
附
鎌
に
激
職
年
表
（
繹
者
作
成
）
、
索
引

を
添
ふ
、
主
要
な
脚
註
を
存
し
課
し
、
術
語
に
し
ば
く

英
語
を
割
註
し
、
記
名
に
原
語
を
加
へ
、
傘
ね
親
切
で
あ

っ
て
、
以
て
我
國
の
す
べ
て
の
キ
ヲ
ス
ト
敷
徒
ご
一
般
知

識
階
級
ご
に
訴
へ
て
る
る
。
は
し
が
き
に
曰
く
「
基
督
巌

は
日
本
人
に
ご
つ
て
新
奇
な
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
「
我

等
は
目
前
の
急
務
の
爲
に
近
世
以
前
に
二
っ
て
西
洋
史
を

望
む
機
會
が
無
か
っ
た
」
「
凡
て
我
等
の
有
す
る
西
洋
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

磁
乳
酪
瀧
難
献
韓
麺
黙
藤
野

　
　
　
第
十
三
雀
　
批
評
　
力
蓄
リ
ジ
ク
研
究
の
勃
翼

者
い
ふ
心
隔
か
）
は
更
に
大
き
い
。
好
む
ご
好
ま
ざ
る
ご

に
拘
ら
す
、
世
界
交
明
史
に
於
て
基
督
澱
の
存
在
は
倣
然

π
る
大
事
實
で
あ
る
」
ε
o
私
は
こ
の
謬
者
の
慨
言
の
、

よ
し
や
そ
の
ま
、
で
な
い
に
し
て
も
、
趣
旨
に
於
て
大
膿

こ
れ
に
同
意
し
た
い
、
し
か
の
み
な
ら
す
、
鋳
て
西
洋
史

を
、
專
攻
す
る
入
た
ち
に
於
て
す
ら
同
じ
敏
陥
が
な
い
ご
は

し
な
い
の
を
遣
憾
ビ
す
る
、
こ
れ
が
π
め
に
少
く
も
中
世

更
の
中
心
文
化
事
象
が
暖
雲
に
過
ご
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か

ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
さ
て
本
論
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
フ
ソ
ク
藪
會
を
世
界
の
聖

公
一
激
會
ご
し
て
最
も
優
秀
な
包
容
的
人
性
的
救
濟
母
膿

と
見
な
す
一
大
確
信
の
上
に
立
っ
て
る
る
か
ら
、
明
か
に

こ
の
敷
會
の
π
め
に
護
激
的
態
度
を
持
し
、
他
の
キ
ソ
ス

ト
教
、
殊
に
近
代
以
後
は
、
強
く
膚
由
プ
ロ
プ
ス
タ
ン
ト

に
豊
抗
し
て
み
る
。
し
か
し
決
し
て
盲
目
的
狂
信
の
風
な

く
、
最
新
開
明
な
カ
｝
ソ
ソ
ク
冷
風
を
愚
僧
し
、
典
標
引

讃
に
富
む
も
敏
理
儀
禮
に
偏
せ
す
、
し
ば
く
激
會
の
主

要
入
物
を
登
場
せ
し
め
て
よ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
思
想
や
道

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
〇
五
　
（
㎜
〇
五
）



第
十
三
巻
　
　
批
　
評
　
　
力
塾
号
ソ
〃
醗
麹
の
勃
興

徳
の
登
展
を
戯
し
て
み
る
。
就
中
初
代
、
中
祉
及
反
毅
愈
改

革
の
諸
篇
は
西
洋
史
攻
究
者
の
好
墾
考
ビ
す
る
に
足
る
。

只
だ
一
般
冠
者
（
日
本
の
）
の
た
め
に
は
今
少
し
多
く
の
歴

奥
の
背
景
を
配
し
置
き
た
ら
ん
に
は
、
優
に
一
種
の
交
化

史
の
用
を
な
し
得
た
ら
う
に
ざ
思
は
れ
る
。
本
書
の
學
風

の
一
端
は
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
途
に
失
望
に
絡
つ
た
の
を

論
ず
る
ε
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
黄
金
時
代
は
塗
に
來
な
か
っ
た
。
待
ち
焦
が
れ
て
み
た

　
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
の
復
興
も
實
現
し
な
か
っ
た
。
何
故
あ
の
や

　
ら
、
フ
に
有
望
な
播
種
が
豊
な
牧
穫
を
齎
ら
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

　
ら
う
か
。
…
…
…
此
美
し
い
黎
明
が
輝
け
る
白
日
ミ
な
ら
な
か

　
つ
た
罪
は
、
敏
會
側
に
於
て
、
哲
塵
及
び
紳
學
の
研
究
が
無
縫

　
皮
相
に
止
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
…
本
當
に
有
力
な
護
数
學

　
は
堅
固
な
る
宗
敏
哲
學
に
根
底
を
有
し
、
信
仰
の
源
泉
に
厩
熱

　
さ
れ
た
神
墨
ミ
組
織
的
に
充
分
に
研
究
さ
れ
た
患
家
ミ
の
智
識

　
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
三
唱
○
頁

　
又
本
書
の
高
調
す
る
カ
ト
フ
ソ
ク
の
現
在
の
位
麗
抱
負

は
最
後
の
「
現
代
（
決
論
）
」
ミ
題
す
る
と
こ
ろ
に
窺
は
れ
る
。

　
既
に
一
九
一
、
四
年
の
世
界
大
戦
の
撒
年
以
前
か
ら
知
識
階
級
の

　
中
に
、
眞
卒
な
る
考
察
，
秩
序
、
規
律
，
継
統
の
精
瀞
が
動
い

　
　
　
　
　
　
　
　
位
〃
一
簸
聯
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
（
…
○
山
ハ
）

　
　
て
出
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
敏
に
、
封
ず
る
理
解
、
や
が
て
は
改
宗
騰

　
正
の
恩
讐
が
醸
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
戦
雫
は
な
ほ
此
傾
向
を
堰

　
し
て
戦
後
の
今
日
に
断
て
は
世
界
の
其
の
李
和
改
造
は
基
督
数

　
を
除
外
し
て
は
之
を
求
め
ら
れ
す
、
一
八
會
の
保
障
も
カ
ト
リ

　
　
ッ
ク
珊
教
…
以
外
に
餓
恥
い
ε
考
へ
る
人
．
か
多
く
な
っ
た
。
、
三
六
二
．
頁

　
爾
ほ
丈
章
の
改
善
や
誤
植
め
訂
正
の
若
干
望
ま
し
き
は

な
い
で
は
な
い
が
、
大
膿
、
翻
鐸
文
ご
し
て
か
く
の
如
き

は
、
よ
く
咀
．
噛
さ
れ
て
み
て
分
り
や
す
い
ε
い
ふ
べ
き
で

あ
ら
う
。

　
私
は
本
書
紹
介
に
際
し
て
坐
う
に
カ
ト
ソ
ッ
ク
研
究
の

勃
興
を
思
ふ
。
而
し
て
前
記
出
版
圖
書
の
概
瞥
表
を
み
る

に
、
大
勢
は
思
想
よ
り
も
趣
味
信
仰
の
方
面
が
勝
っ
て
る

る
や
う
で
あ
る
。
、
こ
れ
は
固
よ
り
研
究
の
自
由
に
属
す
。

し
か
し
自
分
の
願
望
ビ
し
て
は
、
劇
界
思
潮
の
一
大
動
力

と
し
て
の
か
く
の
如
き
研
究
を
暦
「
層
促
進
し
た
い
。
ま

だ
日
本
の
學
界
に
行
は
る
、
内
外
の
交
霊
は
、
い
つ
れ
の

方
面
を
問
は
す
、
新
画
学
か
ら
出
た
も
の
が
多
く
て
蕉
敷

側
か
ら
の
が
少
い
。
こ
れ
ら
の
理
歯
の
下
に
、
私
は
學
問

の
深
化
ε
公
正
の
た
め
に
こ
の
戸
塚
露
父
の
罪
作
を
衷
心

よ
h
孟
歓
、
紘
迎
す
る
Q


